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会
員
募
集

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
教
室

ふ
る
さ
と
会
ウ
イ
ン
グ　

月
４
回
。
木
曜
日
の
午
後

零
時　

分
～
３
時　

分
、

４０

４０

ま
ろ
に
え
ホ
ー
ル
ほ
か
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
。
会

費
月
２
０
０
０
円
。
初
心

者
歓
迎
。
見
学
自
由
。
詳

し
く
は
浅
見
緯
４
７
３
・

４
１
０
２
へ
。

　

◆
神
山
和
や
か
体
操
会

　

毎
月　

日
を
除
く
毎
日
、

２５

神
山
堂
阪
公
園
で
。
年
会

費
１
０
０
０
円
。
初
心
者

歓
迎
。
見
学
自
由
。
詳
し

く
は
岩
城
緯
４
７
８
・
９

４
８
６
へ
。

　

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
前

紙
芝
居（
さ
つ
き
会
）　

平

日
の
午
前
ま
た
は
午
後
、

高
齢
者
施
設
や
学
童
保
育

所
な
ど
で
。
一
人
か
二
人

で
活
動
で
き
る
方
。
詳
し

く
は
新
堀
（
に
い
ぼ
り
）

緯
４
７
４
・
７
２
０
７
へ
。

　

◆
い
け
ば
な
（
華
道

サ
ー
ク
ル
草
月
流
）　

第

２
・
第
４
金
曜
日
の
午
前

　

時
～
午
後
５
時
、
西
部

１０地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

月
２
０
０
０
円（
花
代
別
）。

初
心
者
～
上
級
者
。
土
曜

日
に
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
も
あ

り
。
詳
し
く
は
伊
東
緯
４

７
１
・
６
６
９
７
へ
。

　

◆
混
声
合
唱
団
東
京
Ｂ

Ｃ
Ａ　

月
３
回
。
日
曜
日

の
午
後
２
時
～
４
時
、
久

留
米
中
学
校
で
。
会
費
月

３
５
０
０
円
。「
歌
詞
を

美
し
く
発
音
し
、
大
切
に

歌
う
」
が
モ
ッ
ト
ー
。
詳

し
く
は
佐
藤
緯
４
６
４
・

７
５
３
３
へ
。

　

◆
少
年
野
球
ド
リ
ー
ム

セ
ブ
ン　

土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
の
午
前
８
時
～
正
午
、

第
七
小
学
校
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
。
会
費
月
１

５
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

見
学
可
。
詳
し
く
は
前
原

緯
４
７
２
・
６
４
８
８
へ
。

　

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
東
久
留
米
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
）　

毎
週
火
曜
日
の
午

後
１
時
半
～
５
時
、
南
町

運
動
広
場
ほ
か
で
。
会
費

年
３
０
０
０
円
（
ス
ポ
ー

ツ
保
険
代
含
む
）。
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
最
適
。
年
齢
問

わ
ず
初
心
者
歓
迎
。
見
学

可
。
詳
し
く
は
前
原
緯
４

７
２
・
６
４
８
８
へ
。

　

◆
若
葉
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル　

毎
週
金
曜
日
の
午
後

１
時
～
３
時
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。

会
費
月
３
０
０
０
円
。
初

心
者
～
中
級
者
。
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
モ
ッ
ト
ー
。

詳
し
く
は
飯
田
緯
０
８

０
・
６
５
８
１
・
５
３
５

２
へ
。

　

◆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

「
ポ
ニ
ー
」　

毎
週
金
曜

日
の
午
後
２
時
～
３
時
半
、

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
ほ
か

で
。
入
会
金
２
０
０
０
円
。

会
費
月
３
０
０
０
円
。
１

月
の
み
入
会
金
無
料
。
新

サ
ー
ク
ル
。
組
み
方
、
身

体
や
足
の
使
い
方
が
学
べ

ま
す
。
初
級
・
中
級
。
詳

し
く
は
小
山
緯
４
７
４
・

３
１
５
２
へ
。

　

◆
中
国
彩
色
水
墨
画

（
劉
の
会
）　

毎
週
金
曜

日
の
午
後
零
時　

分
～
３

４０

時
半
、
ま
ろ
に
え
ホ
ー
ル

で
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。

初
心
者
歓
迎
。
見
学
自
由
。

詳
し
く
は
村
田
緯
４
７

２
・
３
２
１
９
へ
。

　

◆
琴
伝
流
大
正
琴　

和

（
な
ご
み
）
会　

月
２
回
。

第
２
・
第
４
月
曜
日
が
中

央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
、
第

１
・
第
３
木
曜
日
が
八
幡

町
地
区
セ
ン
タ
ー
、
い
ず

れ
も
午
前　

時
～
正
午
。

１０

会
費
月
３
０
０
０
円
。
初

心
者
歓
迎
。
見
学
可
。
詳

し
く
は
安
中
緯
４
７
２
・

５
２
４
３
へ
。

催

し

　

◆　

周
年
記
念
発
表
と

１０

体
験
の
集
い
（
車
い
す
ダ

ン
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
）　

　

月　

日
（
土
）
午
前　

１２

１７

１０

時
～　

時　

分
、
さ
い
わ

１１

４５

い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
参

加
費
無
料
。
ス
テ
ッ
キ
、

松
葉
づ
え
、
車
い
す
利
用

者
、
健
常
者
。
年
齢
不
問
。

動
き
や
す
い
室
内
履
き
で
。

詳
し
く
は
松
本
緯
４
７

３
・
９
７
０
９
へ
。

　

◆
ク
リ
ス
マ
ス
Ｍ
Ｙ
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（
Ｍ
Ｙ

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
）　　
１２

月　

日
（
日
）
午
後
１
時

２５
～
４
時
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
第
一
体
育
室
で
。
前

売
券
１
０
０
０
円
。
当
日

券
１
２
０
０
円
。
生
バ
ン

ド
演
奏
。
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ

パ
ー
ト
ナ
ー
あ
り
。
詳
し

く
は
東
（
ひ
が
し
）
緯
０

９
０
・
４
０
５
９
・
８
２

３
４
へ
。

　

◆
明
橋
大
二
（
あ
け
は

し
だ
い
じ
）先
生
講
演「
子

育
て
ハ
ッ
ピ
ー
講
演
会
」

（
東
久
留
米
の
育
児
応
援

マ
ッ
プ
を
作
る
会
）　　
２４

年
１
月　

日
（
日
）
午
後

１５

１
時
～
３
時
、
ま
ろ
に
え

ホ
ー
ル
で
。
参
加
費
５
０

０
円
。
１
歳
以
上
の
子
ど

も
は
入
場
不
可
。
詳
し
く

は
高
橋
緯
０
９
０
・
３
６

８
５
・
１
７
５
５
へ
。

　

◆
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
わ
っ
地
震
！
避
難
対

策
は
万
全
か
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
東
久
留
米
福
祉
オ
ン
ブ

ズ
の
会
）　　

月
７
日

１２

（
水
）
午
後
１
時
半
～
４

時
、
中
央
図
書
館
視
聴
覚

ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
無
料
。

詳
し
く
は
鶴
崎
緯
４
７

１
・
３
３
９
５
へ
。

　

◆
無
料
体
験
＆
ク
リ
ス

マ
ス
会
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
く

ら
ぶ
）　　

月　

日
（
木
）

１２

１５

が
西
東
京
市
民
会
館
（
西

東
京
市
田
無
町
四
丁
目
）、

　

日
（
金
）
が
南
部
地
域

１６セ
ン
タ
ー
２
階
で
。
い
ず

れ
も
午
前　

時
半
か
ら
。

１０

参
加
費
無
料
。
親
子
で
リ

ズ
ム
遊
び
。
楽
器
遊
び
。

詳
し
く
は
四
津
谷
（
よ
つ

や
）
緯
０
８
０
・
６
５
５

６
・
３
４
７
８
へ
。

　

市
で
は
、
個
人
で
は
で
き
な
い

公
共
の
福
祉
を
充
足
す
る
仕
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
処
理
、
下

水
道
、
道
路
、
公
園
、
健
康
管
理
、

福
祉
、
子
ど
も
の
育
成
や
生
涯
学

習
な
ど
、
ど
れ
も
市
民
生
活
に
密

接
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
す
。
そ

れ
ら
の
担
い
手
で
あ
る
６
２
０
人

余
り
の
市
職
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
で
市
民
福
祉
の
向
上
や
、
住

み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
事
務
改

善
や
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

さ
ら
に
効
率
的
な
人
事
行
政
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
、

な
お
一
層
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
職
員
課
給
与
福
利
担

当
４
７
０
・
７
７
１
６
へ
。

をお知らせします
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（４）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
（２３年４月１日現在）

一般行政職
区　分 平均給与月額

（国ベース）
平均給与
月額

平均給料
月額平均年齢

３９０,５５７円４８０,４７５円３２７,２１８円４２.９歳東久留米市
３９７,７２３円－３２７,２０５円４２.３歳国

技能労務職
区　分 平均給与月額

（国ベース）
平均給与
月額

平均給料
月額平均年齢

３５７,８７５円３７９,２７８円３０３,２４３円４１.８歳東久留米市
３５４,１８４円３９４,３５７円２９３,１２９円３９.５歳うち清掃作業員
３４７,３８３円３５１,５２９円２９９,６４２円４０.６歳うち学校給食員
４３５,２２０円４５８,５６３円３６８,０８３円５５.０歳うち用務員
３２１,６６２円－２８３,８６２円４９.５歳国

小・中学校（幼稚園）教育職
区　分 平均給与月額

（国ベース）
平均給与
月額

平均給料
月額平均年齢

－－－－東久留米市
－－－－国

（注）１　「平均給料月額」とは、２３年４月１日現在における各職種ごとの職員
の基本給の平均です。

（注）２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手
当、住居手当、通勤手当、および時間外勤務手当などの諸手当の額
を合計したものです。ただし期末勤勉手当（ボーナス）は含みませ
ん。時間外勤務手当については、東京都知事選挙と東久留米市議会
議員選挙の時間外勤務分を含みます。

（注）３　「平均給与月額（国ベース）」とは、国家公務員の平均給与月額に時間
外勤務手当、特殊勤務手当などの手当が含まれていないことから、
比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。

（５）職員の初任給の状況 （２３年４月１日現在）
初任給区　分 国東久留米市

Ⅰ種　１８１,２００円
Ⅱ種　１７２,２００円１８１,２００円大学卒一般行政職
　　　１４０,１００円１４２,７００円高校卒

（６）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
 （２３年４月１日現在）

経験年数１９年～２１年経験年数１４年～１６年経験年数９年～１１年区　分
３５１,９８７円３１７,４２５円２６７,３８６円大学卒一般

行政職 －－－高校卒
３０４,８００円２６５,７４３円－高校卒技　能

労務職 ３０１,０３３円－－中学卒
－－－大学卒教育職 －－－高校卒

（７）一般行政職の級別職員数の状況 （２３年４月１日現在）
構成比職員数標準的な職務内容区分
　３.３％１１人参事の職務で部長およびこれに相当する職務６級
　９.５％３２人副参事の職務で課長およびこれに相当する職務５級
　７.７％２６人主事の職務で課長補佐およびこれに相当する職務４級
１６.３％５５人主事の職務で係長およびこれに相当する職務

３級 　０.０％主事の職務で高度の知識、技術、技能又は経験を必要
とする主任の職務

２２.８％７７人主事の職務で主任およびこれに相当する職務
２級

　５.６％１９人主事の職務で高度の知識、技術、技能又は経験を必要
とする業務を行う職務

３４.８％１１７人主事の職務で定型的な業務を行う職務１級
（注）１　東久留米市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
（注）２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

特別職の報酬などの状況 （２３年４月１日現在）
給料月額など区　分

９６０,０００円（７６８,０００円）市長給
料 ８４０,０００円 　　　　　　副市長

５５０,０００円（５２２,５００円）議長報　

酬
５１０,０００円（４８４,５００円）副議長
４８０,０００円（４５６,０００円）議員

（２２年度支給割合）３.９５月分市長・副市長期
末
手
当 （２２年度支給割合）４.５月分議長・副議長・議員

（支給時期）（１期の手当額）（算定方式）
給料月額　　　　　支給率退

職
手
当

任期終了時１,５３６万円９６万円×在職年数×４００／１００市長
任期終了時１,００８万円８４万円×在職年数×３００／１００副市長

「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額および支給率に基づ
き、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額です。備考

（注）１　市長の給料月額について　（）内は、「東久留米市特別職の給料の特例に関す
る条例」に基づく、２２年７月１日～２６年１月１９日までの月額です。

（注）２　議長、副議長および議員の報酬月額について（）内は、「東久留米
市議会議員の議員報酬および期末手当の特例に関する条例」に基づ
く、２３年７月１日～２７年４月３０日までの月額です。

競争率
（倍）

最終
合格者数

一次試験
合格者数

一次試験
受験者数

受験
申込者数職　種

２１.３３０人１１６人５６８人６３８人一 般 事 務
８.０１人４人７人８人土 木 技 術

－－－－－建 築 技 術
－－－－－電 気 技 術
－－－－－保 育 士
－－－－－児 童 指 導
３.５２人５人７人７人保 健 師
６.０１人５人５人６人看 護 師

－－－－－栄 養 士
－－－－－作業療法士
－－－－－清 掃 作 業
－－－－－給 食 調 理

２　職員の競争試験の状況（２２年度）

（２）部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在）

主な増減理由対前年
増減数

職員数　　　　区分
部門 ２３年２２年

０人７人７人議会

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門

国勢調査終了に伴う減、職員
の再任用化による減△３人１０５人１０８人総務

再任用職員の正規職員化に
よる増、欠員補充２人４９人４７人税務

市立保育園の公設民営化に
よる減△２人２２０人２２２人民生

業務増による増１人５６人５５人衛生
０人０人０人労働
０人４人４人農水
０人３人３人商工

道路補修等土木作業の民間
委託化による減△３人４８人５１人土木

（参考：人口１万人当たり職
員数　４２.９２人）△５人４９２人４９７人小計

事務の統廃合縮小、職員の再
任用化による減△６人８７人９３人教育

０人０人０人消防
（参考：人口１万人当たり職
員数　５０.５１人）△１１人５７９人５９０人小計

０人６人６人下水道公
営
企
業
等

会
計
部
門

０人３９人３９人その他
０人４５人４５人小計

（参考：人口１万人当たり職
員数　５４.４４人）

△１１人 
［　０］

６２４人
［８６７］

６３５人
［８６７］合計

（注）１　職員数は、一般職（教育長を含む）に属する人数です。
（注）２　［　　　］内は、条例定数の合計とその増減人員数です。

（１）採用、退職など（２２年度）
２３年
４月１日
現在

２２年４月２日～
２３年４月１日　

２２年
４月１日
現在 退職など採用など

６２４人４６人３５人６３５人職員数
（注） 職員数は、一般職（教育長を含む）に属する人数です。

１　職員の任免および職員数に関する状況

（４）定員管理計画の数値目標および進捗状況
①東久留米市第４期定員管理計画における定員管理の数値
目標

純減率純減数２７年４月１日職員数２２年４月１日職員数
５.８％３７人５９７人６３４人

②東久留米市第４期定員管理計画における定員管理の進捗
状況（実績）

純減率純減数２３年４月１日職員数２２年４月１日職員数
１.７％１１人６２３人６３４人

（注）　職員数は一般職に属する職員のうち、教育長を除いた人数です。

（８）職員手当の状況
期末手当・勤勉手当 （２２年度）

国東久留米市区　分
―１,３７３千円１人当たりの平均支給額
勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当

支給割合 １.３５月
（０.６５月）

２.６０月
（１.４５月）

１.００月
（０.６０月）

２.９２月
（１.４７６月）

３.９５月（２.１０月）３.９２月（２.０７６月）合計
有り有り職務段階別加算

（注）　（　　）内は、再任用職員に係る支給割合です。
退職手当 （２３年４月１日現在）

国東久留米市区　分 定年・勧奨自己都合定年・勧奨自己都合
５９.２８月分５９.２８月分５９.２０月分５９.２０月分最高限度

支
給
率

３０.５５月分２３.５０月分３３.５０月分２４.２５月分勤続２０年
４１.３４月分３３.５０月分４３.５０月分３２.５０月分勤続２５年
５９.２８月分４７.５０月分５９.２０月分４９.７５月分勤続３５年

－－２３,５５７千円１２,１６４千円１人当たりの
平均支給額

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％加算）

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％加算）加算措置

（注）退職手当の１人当たりの平均支給額は、２２年度に退職した全職種に
係る職員に支給された平均額となっています。

地域手当 （２３年４月１日現在）
３１８,９５９千円支給実績（２２年度決算）

　４５１,７８３円支給職員１人当たり平均支給
年額（２２年度決算）

国の制度（支給率）支給対象職員数支給率支給対象地域
６％７０６人１２％全地域

特殊勤務手当 　（２３年４月１日現在）
全職種区　　　分
４４６千円支給実績（２２年度決算）
６,７５０円支給職員１人当たり平均支給年額（２２年度決算）
９.３％職員全体に占める手当支給職員の割合（２２年度）
１種類手当の種類（手当数）

左記職員に対する
支給単価主な支給対象業務主な支給

対象職員手当の名称

１体　　５００円小動物の死体処理清掃職員等不快手当
１時間　７５０円年末年始に行う緊急の業務全職員（参考）能率手当

（注）　能率手当は、２３年度から廃止しました。
時間外勤務手当

２１７,３６８千円支給実績（２２年度決算）
　　 ３６２千円職員１人当たり支給年額（２２年度決算）
３２１,７１９千円支給実績（２１年度決算）
　　 ４４１千円職員１人当たり支給年額（２１年度決算）

その他の手当 （２３年４月１日現在）
支給職員１
人当たり平
均支給年額
（２２年度決算）

支給実績
（２２年度
決算）

国の制度と
異なる内容

国の
制度と
の異同

内容および支給単価手当名

１９７,１８５
円

５０,２８２
千円

支給対象者、
支給単価異なる

配偶者　１３,５００円
子ども・その他の親族（２人
まで）　６,０００円
子ども・その他の親族（３人
以上の場合、２人分を除く）
６,０００円
１６歳～２２歳の子どもがいる場
合の加算　４,０００円

扶養
手当

１００,１４７
円

４０,２５９
千円

支給対象者、
支給対象区分、
支給単価

異なる世帯主、もしくは世帯主に準
ずる者　８,５００円

住居
手当

７１,６２２
円

４７,２７１
千円

交通用具利用
者の使用距
離、および支
給額

異なる

・交通機関を利用する職員に
対しては６カ月通勤定期代を
一括支給
・バス利用の者に対しては必
要金額をＩＣカードなどの使
用金額に換算し支給
・交通用具（自動車、自転車な
ど）使用者に対しては、用具の
種類、距離によって細分化さ
れた一律の金額を毎月支給

通勤
手当

８４８,１７６
円

４０,７１２
千円

支給対象者、
支給割合異なる部長職　給料月額×２０％

課長職　給料月額×１５％
管理職
手当

１２８,８８９
円

１２,２４４
千円

勤務１時間当
たりの単価算
出方法および
支給割合

異なる

休日において正規の勤務時間
中に勤務することを命ぜられ
た職員に対して支給　勤務１
時間当たりの単価×１３５％

休日
勤務
手当

３１７,３５６
円

１,２６９
千円

勤務１時間当
たりの単価算
出方法および
支給割合

異なる

正規の勤務時間として午後１０
時から翌日の午前５時までの
間に勤務することを命ぜられ
た職員に対して支給　勤務１
時間当たりの単価×２５％

夜間
勤務
手当

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
ののののののののののののののののののののの
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
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２３一般会計歳入・歳出予算執行の状況
２２年９月末２３年９月末

歳　入
収入率収入済額収入率収入済額予算現額
４８.１２％７７億１,１８５万４千円４８.４５％７８億３,０６４万５千円１６１億６,２３２万４千円市 税
５７.９５％６億７９１万１千円５８.０８％５億９,６４６万５千円１０億２,７００万円地方消費税交付金
６７.５６％１８億８,２７３万６千円７２.１２％２１億９,８３０万５千円３０億４,８１１万２千円地方交付税
４７.１９％２６億７,３４８万円５０.４８％３０億７６１万円５９億５,７６２万４千円国庫支出金
２３.８５％１３億８,４９０万９千円２０.２６％１３億２,４４２万円６５億３,８０７万６千円都 支 出 金
０.００％０円０.００％０円１１億２,９９０万９千円繰 入 金
１００.００％１２億８,２２０万円１００.００％１１億１,２５５万３千円１１億１,２５５万２千円繰 越 金
０.００％０円０.００％０円２９億９,８７８万７千円市 債
２４.９３％８億１,３７１万４千円４５.８５％８億１,３４０万９千円１７億７,３９８万１千円そ の 他

４１.６５％１６３億５,６８０万４千円４２.４８％１６８億８,３４０万７千円３９７億４,８３６万５千円歳 入 合 計

２２年９月末２３年９月末
歳　出

執行率支出済額執行率支出済額予算現額
３１.８０％１４億９,９４８万９千円３３.８２％１３億６,９０８万４千円４０億４,８２４万５千円総 務 費
４２.５４％７３億６,６９４万円４２.０４％７６億３,６３３万円１８１億６,６３５万６千円民 生 費
４３.４３％１３億５,４１５万２千円４２.５９％１４億８８４万４千円３３億８２７万５千円衛 生 費
２６.３７％１０億９,３７４万１千円３０.２４％１４億５１８万５千円４６億４,７０１万６千円土 木 費
３１.４７％１３億７,６８７万円３４.２４％１４億２,０５６万４千円４１億４,８２８万４千円教 育 費
４９.０６％１６億２,５６０万３千円５１.６４％１５億９,３９８万１千円３０億８,６８２万６千円公 債 費
４５.３７％１０億３,６２９万１千円４５.６１％１０億６,８９１万円２３億４,３３６万３千円そ の 他

３９.０９％１５３億５,３０８万６千円４０.０１％１５９億２８９万８千円３９７億４,８３６万５千円歳 出 合 計

特別会計歳入・歳出予算執行の状況
２２年９月末２３年９月末

区　分
執行率

執行額
(上段：収入済額)
(下段：支出済額)

執行率
執行額

(上段：収入済額)
(下段：支出済額)

予算現額

４３.７８%５１億１,０８４万２千円４１.０３%５１億６,１１１万６千円
１２５億７,９４５万４千円

国民健康保険
特 別 会 計 ４１.２５%４８億１,５５９万１千円３９.１８%４９億２,８２５万５千円

４２.５５%７億８,９３２万２千円３７.５４%７億４,９１４万２千円
１９億９,５３３万９千円

後期高齢者医療
特 別 会 計 ３３.４５%６億２,０６４万４千円３３.４１%６億６,６７２万９千円

３８.００%１,１９５万円老 人 保 健
特 別 会 計 １.９0%５９万６千円

３８.１６%２１億８,８５５万４千円３７.０５%２３億１,６５１万７千円
６２億５,２７２万２千円

介 護 保 険
特 別 会 計 ４１.３３%２３億７,０１９万９千円３９.５３%２４億７,１６０万６千円

３８.９２%１２億５,６７２万３千円３３.４７%１１億４,００９万円
３４億６５９万４千円

下水道事業
特 別 会 計 ３１.５２%１０億１,７７３万１千円２８.８０%９億８,１０４万３千円
※老人保健特別会計は、平成２２年度末をもって廃止されました。
市有財産の状況（現在高）
　市有財産は、市が所有する不動産や動産などです。

２２年９月末２３年９月末区　分
５７万７,２１８.３５㎡５６万７,７２６.４５㎡土地（公園や施設の敷地など）
２０万６,８７８.１７㎡２０万２,４１０.１２㎡建物（学校や公民館など）

１４１カ所１４０カ所工作物（防火貯水槽など）
５,５４７.５３㎡５,５４７.５３㎡物 権 （ 地 上 権 ）

２,２６６万３千円２,２６６万３千円出資による権利（出資金や出えん金）
６９６点６９８点物品（自動車や地域防災無線など）

５,３７４万８千円２,０４８万８千円債権（施設借上敷金など）

市債の状況（残高）
　市債は、道路、公園、小・中学校、下水道などの公共施設の整
備のために、国や都などから借り入れて調達した資金です。

２２年９月末２３年９月末区　分
２５０億３,８７２万６千円２４６億９,２３１万１千円一 般 会 計

１億５,０００万円１億５,０００万円国民健康保
険特別会計

１７０億１,６１７万８千円１６０億２,０７３万円下水道事業
特 別 会 計

４２２億４９０万４千円４０８億６,３０４万１千円合 計
基金の状況（現在高）
　基金は、家計の「貯金」に当たるものです。多額の資金が必要
になる場合に備えて積み立てています。

２２年９月末２３年９月末区　分
２１億３,５９２万１千円３５億３,０３５万１千円一　 般　 会　 計
６億４,８７４万４千円１２億６,８１７万８千円財 政 調 整 基 金

内　

訳
１,０３１万７千円３２万２千円減 債 基 金
１４億１,３３６万円２１億９,８３５万１千円その他特定目的基金
６,３５０万円６,３５０万円定 額 運 用 基 金

９億７,７０１万６千円９億６,２２７万５千円特　 別　 会　 計
３１億１,２９３万７千円４４億９,２６２万６千円合 計

市民負担等の状況（人口１人当たり）
２２年９月末２３年９月末区　分
１４万２千円１４万８千円歳 入 （ 収 入 済 額 ）
６万７千円６万８千円うち市税収入済額
１３万３千円１３万９千円歳 出 （ 支 出 済 額 ）
３６万７千円３５万７千円市 債 残 高

※ ２３年９月３０日現在の人口：１１４,４１３人
※ ２２年９月３０日現在の人口：１１５,０１３人

　

今
年
度
上
半
期
は
、
第
１
回
市

議
会
定
例
会
で
特
別
会
計
予
算
成

立
後
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介

護
保
険
特
別
会
計
の
補
正
を
そ
れ

ぞ
れ
１
回
行
い
ま
し
た
。
一
般
会

計
は
、
第
１
回
、
第
２
回
市
議
会

定
例
会
で
当
初
予
算
案
が
否
決
と

な
り
、
６
カ
月
間
、
暫
定
予
算
に

よ
り
執
行
し
た
後
、
第
３
回
市
議

会
定
例
会
に
て
成
立
し
ま
し
た
。

　

暫
定
予
算
に
お
い
て
も
、
小
・

中
学
校
耐
震
補
強
設
計
委
託
や
都

市
計
画
道
路
整
備
、
市
道
改
修
・

補
修
工
事
、
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク

チ
ン
接
種
委
託
な
ど
、
緊
急
性
の

高
い
事
業
や
前
年
度
か
ら
継
続
し

て
い
る
事
業
に
つ
い
て
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
に
伴

う
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
や
物
資

輸
送
、
市
内
備
蓄
倉
庫
の
備
蓄
品

の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
は
、
予
備

費
に
て
対
応
し
ま
し
た
。

　

９
月
末
現
在
の
一
般
会
計
執
行

率（
歳
出
）は
、　

・　

㌫
で
す
。

４０

０１

　

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
、
計
画
的
か
つ
効
率
的

な
予
算
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

表
中
の
金
額
は
、
１
０
０
０
円

未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
年
２
回
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、　

年
度
上
半
期
（　

年
４
月
～
９
月
）
の
予
算
の
収
入
・

２３

２３

支
出
の
状
況
、
財
産
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
財
政
課
緯
４
７
０
・
７
７
０
６
へ
。

職員人件費の状況
２２年９月末２３年９月末

区分
執行率支出済額執行率支出済額予算現額

４７.００％２６億９,５４６万３千円４６.６９％２５億５,２０３万３千円５４億６,６３９万７千円一 般 会 計

４３.７２％５,８５７万７千円４５.９４％５,９２３万６千円１億２,８９５万２千円
国民健康保険
特 別 会 計

４９.０４％１,５１０万９千円４２.１４％１,５４０万８千円３,６５６万４千円
後期高齢者医療
特 別 会 計

４４.０３％８,７１０万９千円４３.５５％８,３１９万７千円１億９,１０４万２千円
介 護 保 険
特 別 会 計

５４.８２％３,２６４万９千円４４.８７％３,０３８万２千円６,７７１万４千円
下水道事業
特 別 会 計
※上記予算現額は、教育長を含む正規職員６２６人、再任用短時間勤務職員８６人および市長、副
市長に対する金額です。

９　勤務条件に関する措置の要求の状況
２２年度は該当ありません。

２２年度　　０件
１０　不利益処分に関する不服申立ての状況

２２年度　　０件
１１　苦情処理の状況

（２）育児休業の取得状況（２２年度）
育児休業を取得した職員数と取得期間 （単位：人）

合計
育児休業取得期間取

得
者
数

２年６カ月
越え

２年超え
２年６カ月以下

１年６カ月超え
２年以下

１年超え
１年６カ月以下

６カ月超え
１年以下６カ月以下

１６００１４６５
（３）介護休暇の取得状況（２２年度）
介護休暇を取得した職員数と取得期間　 （単位：人）

合計
介護休暇取得期間取

得
者
数

５カ月越え４カ月超え
５カ月以下

３カ月超え
４カ月以下

２カ月超え
３カ月以下

１カ月超え
２カ月以下１カ月以下

０００００００

（１）一般職員の勤務時間の状況および年次有給休暇の取得状況 （２３年４月１日現在）
休息時間休憩時間終了時間開始時間１週間の正規の勤務時間
無し１２時～１３時１７時１５分８時３０分３８時間４５分職員の勤務時間

平均取得日数（２２年度）内　　　容

１３.４日１年に２０日を限度として付与
１年で消化できない場合には翌年度に限り繰り越せます年次有給休暇

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（１）服務に関する基本原則
　地方公務員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、且つ、職
務の遂行に当たっては、全力を挙げて職務に専念しなければならない服務上
の義務があります（地方公務員法第３０条）。服務上の義務についてはほかに、
次のような規定が定められています。

⑤政治的行為の制限
⑥争議行為などの禁止
⑦営利企業などの従事制限

①法令および上司の職務上の命令に従う義務
②信用失墜行為の禁止
③秘密を守る義務
④職務に専念する義務
（２）職員の服務規律の確保
２２年度においては、次に掲げる通知などにより、職員の服務規律の確保に努めました。

内　　　　容日　付
職員の服務規律の確保について（参議院議員通常選挙）２２年６月２５日
職員の服務規律の確保について２２年８月２７日
年末年始における綱紀の保持について２２年１２月２０日
職員の服務規律の確保について（統一地方選挙）２３年３月４日

６　職員の服務の状況

（２）勤務成績の評定の状況
部長職以下の職員を対象に年１回実施しています。

（１）職員の研修の状況
延べ人数件数内　容区　分

５３８人３０件年度ごとに作成する研修計画により開催する市役所
独自の研修（新任職員研修、接遇研修など）独自研修

２５１人７８件職員研修所において開催される研修（新任研修、現
任研修など）派遣研修

７　職員の研修および勤務成績の評定の状況（２２年度）

２２年度の状況内　　　容区分

休職　３３件
いずれも心身
の故障による

分限処分とは、勤務実績が良くない場合、心身の故障のため
業務の遂行に支障がある場合や長期の休養を要する場合な
ど、公務能率を維持するために問題が生じた際、任命権者の
権限で降任、免職、休職、降給させることができるものです。

分限

停職　０件
減給　０件
戒告　３件

懲戒処分とは、法律または条例、規則に違反した場合、職務上の職
務に違反しまたは職務を怠った場合、全体の奉仕者たるにふさわし
くない非行のあった場合、免職、停職、減給、戒告となるものです。

懲戒

５　職員の分限および懲戒処分の状況

内　容実施主体区　分
短期給付、長期給付などに関する事業を行っています。
民間事業者に例えると、社会保険、厚生年金などに該当
します。また、再任用短時間勤務職員は、共済制度では
なく社会保険、厚生年金などに加入しています

東京都市町村
職員共済組合

共済
制度

公務員が公務上受けた労働災害を、公務災害といい、地方公務員
災害補償法に基づく補償を受けます（２２年度認定件数１２件）

地方公務員災
害補償基金

公務災
害補償

８　職員の福祉および利益の保護の状況

全国市平均東久留米市
90

95

100

105

（H17）
101.1 （H22）

99.5 （H17）
97.6

（H22）
98.6

（３）ラスパイレス指数の状況 （各年４月１日現在）

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方
公務員の給与水準を示す指数です。

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）
一人当たり
の給与費
（Ｂ／Ａ）

給与費職員数
（Ａ）区分

計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給料
６６０人２２年度 ５,９４２

千円
３,９２１,９９１

千円
８８３,０９８
千円

６７４,９０４
千円

２,３６３,９８９
千円

（注）１　職員手当には、退職手当を含みません。
（注）２　職員数は、２２年４月１日現在の一般職（教育長と再任用短時間勤

務職員を含む）に属する人数です。

３　職員の給与の状況
（１）人件費の状況（普通会計決算）

（参考）２１年度
の人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人件費
（Ｂ）

歳出額
（Ａ）

住民基本台帳人口
（２２年度末）区　分

２２.３％１６.７％６,１４４,７６４
千円

３６,８７０,７２０
千円１１４,６２１人２２年度

（３）年齢別職員構成の状況 （２３年４月１日現在）
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1人 624人87人68人47人40人70人73人97人76人36人26人3人
年齢 計
職員数

構成比　　5年前の構成比

（注）　職員数は一般職（教育長を含む）に属する人数です。


